平成22年度科学技術情報研修 参加申込書
FAX送信先：0774-94-9117（送信票不要）
	
	
	申込年月日　　　年　　月　　日

	図書館名
	　
	所属課･係名
	　

	所在地
	〒　　　　　都道
府県

	
	TEL　 　　 　（　　 　　）　　　  　　（内線　 　　　　）
	FAX　　　　 　　（　　　 　　）　　　

	（ふりがな）
お名前
	
	図書館勤務年数
	年

	
	
	ﾚﾌｧﾚﾝｽ業務経験年数
	年

	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	
	遠隔研修「科学技術情報研修-概論-」受講について
	　□ 未受講

　□ 受講中
　□ 受講済

	受講動機
	

	科学技術関係の

レファレンスに
関する業務内容･
経験年数
	

	所属図書館の
科学技術関係資料の所蔵や
サービスの状況
	①所蔵する資料にチェックをしてください。
□文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書　□欧文会議録　□学協会ペーパー

□テクニカルリポート　□博士論文　□規格資料　□特許資料　□洋雑誌　□データ集
②サービスの状況


	☆参加に際し、配慮すべき特別なご事情等がある場合はご記入ください。（例：車椅子のご利用等）



電子メール：training＠ndl.go.jp（＠は半角に直してください）

以下のアンケートにご記入ください（該当するものに☑印をつけてください）。
Ｑ1. 科学技術に関するレファレンスの頻度はどのくらいですか？ 
□頻繁に受ける　  □時々受ける　 □あまり受けない　 □ほとんど受けない
Ｑ2. 分野はどのようなものが多いですか？以下の中からお選びください。（複数選択可）

　　□医学　□環境　□食品　□情報通信　□化学　□生物・生化学　□薬学　□農学　□工学

　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ3-1．内容はどのようなものが多いですか？以下の中からお選びください。(複数選択可） 
　　□主題情報について調査するもの　□所蔵調査　□所蔵機関調査　□書誌事項の確認　□複写依頼
□その他(                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　)
Ｑ3-2. 「所蔵調査」「所蔵機関調査」を選択した方にお聞きします。資料の種類はどのようなものが多いですか。以下の中からお選びください（複数選択可）。

　　□雑誌　□図書　□会議録　□博士論文　□規格　□特許　□データ集　□その他（　　　　　　　）
Ｑ4. 国立国会図書館のホームページで、科学技術に関するレファレンスに役立つものとして、特によく利用するページがあれば教えてください。（複数選択可）
     □NDL-OPAC（□書誌一般検索・拡張検索　□雑誌記事索引　□規格・テクニカルリポート類の検索）　
□リサーチ･ナビ　（その中でも特に　□文献・ツール紹介サイト   □科学技術論文誌・会議録データベース）　□レファレンス協同データベース □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ5. 最近受けた科学技術に関するレファレンスがあればお書きください。ご自身が関わったものでなくても結構です。
　　






